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越前町空き家等対策計画を策定しました
　町には、現在700件を超える空き家があり、今後、人口減少や高齢化、核家族化が進
展する中で、空き家数が急激に増加することが予想されます。また、地区によって、空き
家の発生状況や発生予測などが異なることから、各地区の実情に応じて対策を進めていく
必要があります。
　このような状況を踏まえ、町では行政、地域、各関係団体などが連携しながら、安心・
安全で活力ある地域社会づくりを目指し、条例とも連動させながら総合的かつ計画的に空
き家等の対策を推進するため、「越前町空き家等対策計画」を策定しました。

1背景・目的
町の空き家等対策を総合的かつ計画的に推進する
ための目標や基本的な方針、推進する対策、実施
体制などを示します。

2計画の位置付け
｢空家等対策の推進に関する特別措置法｣ 第6条、
｢越前町地域ぐるみによる空き家等対策の推進に
関する条例｣ 第23条に基づく空き家等対策計画

3計画期間
平成29年度～ 38年度までの10年間

1対象地区・空き家対策の対象

対象地区 空き家対策の対象
全　　域 法律で規定する空き家等

2目標と基本方針

計画策定の趣旨目標と基本方針

対策の実施体制

推進する対策と重点アクションプラン 13

4

5

▶持ち家で暮らす高齢単身世帯が増加傾向にあり、
今後空き家化することが想定されます。

▶再利用可能な空き家の割合は高いが、その多くが
流通していません。

▶空き家化には、所有者の高齢化、相続問題、流通･
活用のノウハウ不足など、様々な要因が複合的に
関係しています。

▷	総住宅数に
	 占める
	 空き家数

▷	空き家の
	 老朽度合

（平成26年越前町空き家実態調査より）

A 判定 : そのまま使用可
B 判定 : 若干修繕要

C 判定 : かなり修繕要
D 判定 : 腐朽して危険

◦	各種団体や専門家などと連携した相談会などの開催
◦	予防に関するパンフレットの作成、自治組織（区）や関係団体

などを通じた情報発信
◦	総合的なコンサルティング体制の整備

◦	空き家情報バンクのPR ･ 登録促進、利活用に向けた情報発信
◦	空き家の流通促進に向けた国や県などの各種制度 ･ 事業の活用
◦	移住 ･ 定住に向けた補助制度の運用 ･ 充実、各種専門家や民間

事業者などと連携した空き家所有者と利用希望者のマッチング
の仕組みづくり ･ 実践

◦	移住 ･ 二地域居住体験施設「M
モ ハ ー ジ ュ

ohage」（越前地区）、｢
ラ フ ー ラ

laugh-la」
（宮崎地区）の積極的なPR ･ 活用促進

◦	特定空き家等の認定、適切な助言 ･ 指導、勧告などの実践、状態
に応じた緊急安全措置の実施

◦	国や県 ･ 県内市町 ･ 関係団体 ･ 関係各課との連携体制の整備
◦	｢越前町安心で潤いのあるまちづくり事業｣ の制度充実
◦	所有者に対する空き家除却費補助制度の創設の検討

地域総ぐるみの対策による
安心・安全で活力ある地域社会づくり

目　　　　　標

地域総ぐるみによる「予防」、
「実態・所有者意向の把握」に
向けた取組
・	総合的なコンサルティング体制

の整備、関連する取組への展開

利活用の取組
・	移住 ･ 定住、地域活性化などに繋

がる取組の推進 ･ 支援制度の創設
・	空き家情報バンクの登録促進･運営

対策1　予防

対策3　利活用

対策5　管理不全空き家対策

◦	自治組織（区）などと連携した新たな空き家の確認や関係団体との情報共有 ･ 体制の整備
◦	新たに空き家となった空き家所有者などに対する意向確認、データベース化など

◦	適正管理に関するパンフレットの作成、自治組織（区）や関係団体などを通じた情報発信
◦	著しい管理不全状態に陥る前に利活用に繋がる支援制度の整備

対策2　実態・所有者意向の把握

対策4　適正管理

管理不全空き家対策の取組
・	｢越前町安全で潤いあるまちづくり

事業｣ の制度拡充
・	管理不全空き家の除却、跡地利用

促進制度の創設など

≪対策1≫ 空き家化の「予防」
空き家所有者や町民に向けた啓発活動。
関係団体などと連携した多岐にわたる相
談に対応できる体制づくり

≪対策5≫
「管理不全」空き家の対策の推進・解消
法律、条例に基づき、特定空き家等に対
する助言 ･ 指導、勧告、命令など、周辺
環境に悪影響を及ぼさないよう着実な管
理不全対策に取り組む

空
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≪対策2≫ 「実態・所有者意向の把握」
関係団体などと連携した定期的な空き家実
態調査や所有者などへの意向調査の実施

≪対策3≫
空き家の｢利活用｣
の推進
所有者に対するサ
ポート ･ 支援制度
の充実

≪対策4≫
空き家の｢適正管理｣
の推進
所有者などの責務の
明確化・情報発信。
利活用に繋がる支援
制度の整備

基　本　方　針

重点アクションプラン

住宅等
6,560 棟
（89.92％）

空き家
661棟

（10.08％）

Ａ判定
327棟

（49.5％）B判定
156棟

（23.6％）

C判定
88棟

（13.3％）

D判定
60棟（9.1％）

未判定
30棟（4.5％）

モハージュ

安心で潤いのあるまちづくり事業事例
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問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

広報 えちぜん 10平成29年６月号広報 えちぜん11 平成29年６月号

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん

町の現状と課題2

居
住
中

空き家相談会の様子


